
国旗あげ、心ゆたかなよい一日

かしこい消費者に
移動消費生活展から

　県消費生活モンターの移動セン

ター車7いずみ号」が来諾し、越

表地区の人たちが受講しました。

　6月19日午前10時から婦人学級

（代表海野誕子さん）の6月講座

の一環として生活改善センターで

行われた移動展では、野崎所長、

職員2名と、日向農業改良普及所

職員、町の一政保健婦が出席、25

名の学級生が二加工食品の買い方

選び方」をテーマに講義をうけた

あと、「訪問販売法」をスライド

で勉強しました。

　県北の消費生活センターは延岡

市に設置されていますが、利用が

困難な地域の消費者を対象に、各

地に出向いて消費生活の相談、商

品知識の普及などを行う目的で移

動車が配備されています。

　消費生活センターを最大限に利

用し、学習を重ねてかしこい消費

者になりましょう。問合せは、延

岡地区消費生活センター（電話一

〇982一魎0999）にどうぞ。

昭和54年7月号第558号
とほり三朝のダリヤの園に降り

発行／東郷町役場・編集／企画開発課

青蛙などなきいでにけり

牧 水
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投
資
事
業
費
を
補
正

　
六
月
に
行
わ
れ
た
定
例
町
議
会
で
補

正
予
算
が
可
決
さ
れ
、
四
月
目
ス
タ
ー

ト
し
た
予
算
に
投
資
事
業
の
経
費
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　
低
迷
す
る
経
済
情
勢
の
な
か
の
財
政

運
用
に
は
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
積
極
的
な
投
資
経
費
の
肉
付
け
に

よ
っ
て
最
大
の
投
資
効
果
が
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
編
成
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
補
正
予
算
案
の
提
案
説
明
に
先
だ
ち

木
村
町
長
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
所
信
を

表
明
し
て
い
ま
す
。
　
（
一
部
抜
す
い
）

　
『
．
…
…
今
後
四
年
間
の
行
政
執
行
の

方
向
づ
け
は
、
前
期
に
ひ
き
つ
づ
き
、

つ
ぎ
の
五
点
を
重
要
事
項
と
し
て
、
積

極
的
に
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

蝶形睡

　
そ
の
第
一
は
農
林
業
の
振
興
で
、
第

二
番
目
は
、
本
町
百
年
の
計
を
た
て
本

町
の
将
来
を
担
う
教
育
の
振
興
で
す
。

　
三
番
目
に
は
、
他
の
市
町
村
と
肩
を

並
べ
て
生
産
な
い
し
は
生
活
条
件
の
恩

恵
を
う
け
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
社

会
資
本
の
整
備
充
実
で
す
。

　
さ
ら
に
四
番
目
に
、
二
一
九
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
大
な
行
政
面
積

の
な
か
に
七
千
人
掛
人
口
が
く
ま
な
く

点
在
す
る
本
町
の
立
地
条
件
を
考
え
た

と
き
、
生
活
上
、
日
常
の
不
便
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
辺
地
、
へ
き
地
を
行

政
上
の
措
置
に
よ
っ
て
是
正
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
五
番
目
と
し
て
、
農
林
業
を
主
軸

と
す
る
本
町
の
立
地
条
件
と
は
い
い
な

が
ら
、
耕
作
面
積
が
二
戸
当
り
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
も
満
た
な
い
零
細
営
農
、
ま

た
林
地
の
点
在
す
る
本
町
に
お
い
て
は

ど
う
し
て
も
生
活
手
段
と
し
て
他
の
産

道路網の改良整備が進み
舗装率は70％に達します

業
に
依
存
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
農
林
業
を
進
め
な
が
ら
企
業
の
誘
致

を
図
っ
て
い
く
農
工
併
進
策
．
こ
の
五

つ
を
今
期
も
最
重
点
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
口
で

言
う
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
町
民
が
理

解
し
納
得
で
き
る
行
財
政
の
投
資
を
す

る
こ
と
は
、
緊
迫
す
る
財
政
事
情
の
中

に
お
い
て
は
、
極
め
て
至
難
な
現
状
で

あ
り
、
ど
う
し
て
も
国
・
県
の
制
度
事

業
を
許
さ
れ
る
限
度
．
い
つ
ば
い
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

約
束
し
た
事
が
ら
の
実
現
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．
…
…
…
」

財
源
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
率
の
一
六
・

六
響
で
、
町
税
の
占
め
る
比
率
は
六
・

一
響
の
一
億
二
千
五
百
万
円
余
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

半
分
は
投
資
事
業
に

　
歳
出
の
性
質
別
で
は
、
建
設
事
業
費

な
ど
の
投
資
的
経
費
に
全
体
の
半
分
に

あ
た
る
十
一
億
二
千
万
円
、
人
件
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
に
三
二
響
の
六
億
六

千
万
円
、
物
件
費
な
ど
の
消
費
的
経
費

に
二
二
・
四
響
の
二
億
七
千
万
円
を
計

し
し
て
い
ま
す
。

東
郷
小
・
寺
迫
小
を
改
築

　
目
的
別
で
は
、
予
算
額
の
三
二
響
、

六
億
六
千
万
円
を
計
上
し
た
教
育
費
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
東
郷
小
学
校

と
寺
迫
小
学
校
の
校
舎
改
築
、
福
瀬
小

学
校
屋
内
運
動
場
の
新
築
、
牧
水
記
念

館
の
補
修
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

拡
張
工
事
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

圃
場
整
備
の
促
進

教
育
費
に
つ
い
で
ウ
ェ
イ
ト
の
高
い

あ
ら
ま
し

財

　
近
年
続
い
て
い
る
き
び
し
い
社
会
情

勢
下
に
あ
り
、
ま
す
ま
す
財
政
運
用
が

深
刻
化
し
て
い
る
地
方
公
共
用
団
体
の

一
つ
と
し
て
、
本
町
に
お
い
て
も
地
方

財
政
計
画
に
従
い
、
消
費
部
門
の
経
費

を
抑
え
て
投
資
部
門
に
重
点
を
お
い
た

編
成
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
A
日
計
は
、
…
総
額
二
十
億
⊥
公
十
八

百
八
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
と
比
較

し
て
三
五
響
の
伸
率
を
示
し
ま
し
た
．
．

83

唐
�
糟
ｧ
に
依
存

　
歳
入
で
は
、
二
九
・
八
響
を
占
め
る

地
方
交
付
税
（
六
億
一
千
七
百
万
円
）

を
ト
ッ
プ
に
、
町
の
借
入
金
で
あ
る
地

方
債
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
の
順

と
な
っ
て
お
り
、
財
源
を
国
県
に
依
存

す
る
比
率
は
八
三
・
四
新
、
残
る
自
主

歳入の財源構成

霜露

地方交．付税
　6億1，700万円

　　　29．8％

町　債＼
4億1，180万円

　　19．9％

　　20億

6，808万円

　　100％

！国庫支出金
3億6，431万5千円

　17．6Z　ノ

錨聾論
　　　4．6％

艶拶
10〔

〆町　　税
2．526万

．千円

．1γ　　　暖国出金

　／　2億8．245万
．’ @　　　8千円
＼　　　　13．7％

継

自
主
　
財

　繰越金
5．000万円

　　2．4％

臆
7
男

源
1
6

源
83，4％

その他’「

4．950万円

　　2．4％
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幸福の根
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一
一
一

曲
巽
林
水
産
堂
く
甜
貨
に
は
四
H
倍
陶
占
ハ
エ
ー
万
田
り
を

投
資
し
（
、
本
町
．
の
幹
産
業
で
あ
る
農

林
」
．
示
の
振
興
を
図
り
ま
す
，

　
農
．
費
の
摂
な
事
業
は
農
村
総
、
口
整

調
モ
卓
ル
事
業
で
穿
施
す
．
る
迫
野
内
東

下
地
区
の
水
田
整
備
事
業
（
一
一
診
）
、

営
，
．
試
雑
川
水
施
設
設
置
事
業
（
寺
迫
）

地
域
費
政
特
別
対
策
事
．
．
．
、
で
実
施
す
る

迫
野
内
山
ノ
ロ
地
区
（
二
・
二
鈴
）
と

坪
谷
一
谷
地
区
二
診
）
の
火
田
整
備

事
．
、
吉
牟
田
地
区
外
七
路
線
の
農
道

舗
装
、
山
村
振
興
対
策
事
些
．
歪
・
実
施
す

る
鳥
川
と
鵜
．
目
木
地
区
の
小
規
模
給
水

　］

ｷ
押
備
、
下
仲
瀬
地
区
．
の
農
道
新
設

な
ど
が
あ
り
ま
す
，

　
ま
た
林
業
費
の
主
な
事
業
と
し
て
は

林
．
旭
顎
平
湶
の
舗
装
工
事
な
ど
が
計
画

　　　歳出の性質別構成

　その他

即下

墨
　
　
／

／
費
蛭
〆
／
津
、

騙言桑y一
芦鱈6，講．

℃
．
蔚
ド
／

　
　
　
　
／

　
　
　
／
費

、　100／

＼　　　　　／
　＼、　　　　　　　　　　／

　＼．　　／　　　ミ　ボ
普通建設事業費
　111意305万5千円

　　53．3．・

　　　　　　　ゴドノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノノ

脈ン

　
　
投
　
　
、
、

～
．

資

さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　災害復旧費
2．568万7千円

　　1．3

舖
装
率
が
7
0
％
に
ア
ッ
プ

　
道
路
網
の
改
良
整
備
に
つ
い
て
は
、

一唐

ﾛ
｛
施
薫
の
一
＼
し
》
一
つ
》
け
し
1
＼
　
　
▼
　
れ
出
出

で
に
も
多
額
の
投
資
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
墜
も
農
地
費
に
計
上
ル
・
、

れ
た
生
活
関
連
道
路
の
舗
装
も
A
，
［
め
、

湿
、
・
ら
に
改
良
整
備
が
促
進
き
れ
ま
す
，

　
計
画
で
は
、
地
内
河
原
引
外
九
路
線

の
町
道
改
良
舗
装
を
は
じ
め
、
一
九
路
・

線
の
維
持
安
全
施
設
等
の
整
備
、
越
表

橋
下
渡
川
線
の
越
表
側
の
改
良
整
旙
、

橋
梁
で
は
、
晶
群
区
の
日
照
橋
架
幾
工

事
が
実
施
ル
．
・
れ
ま
す
㌔

　
こ
れ
ら
の
工
事
が
計
画
ど
お
り
実
施

き
れ
る
と
、
年
度
末
の
町
道
改
良
実
績

は
、
実
延
長
↓
一
一
二
、
九
五
⊃
り
に
対

㌔
、
改
良
延
長
七
五
、
四
六
一
，
．
門
で
改

上
市
雫
六
幽
ハ
・
二
餌
和
、
舗
装
延
長
七
九
、

六
七
七
q
．
h
で
舗
装
率
六
九
・
九
響
と
な

り
、
　
一
段
と
生
活
環
境
が
整
備
ふ
・
・
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
．
．

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ド
ッ
ク

　
衛
生
費
で
注
目
き
れ
る
も
の
と
し
て

前
年
度
か
ら
国
・
県
が
重
点
的
に
推
進

し
て
い
る
［
、
国
民
健
康
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
対
、
話
し
、
県
下
の
市
町
村
に
先

が
け
て
画
期
的
な
一
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

歳出の目的別構成

　！一一　　一＼
費育教

　　　　　　6’ξ36．2021＝ヲ3千＝ヨ

　　　　　　　　　32．0　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　＼礫樽産業費そめ奮

ご131∴6　2〔臆　・，41音・．978万1千・

ア．4。8％㌃，　．6．808万円

三1蒙書パ1・・ゾ　22・・
　P番4、183一［＝　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、＼

　　6．9　　　　　　　＼、

　　　　民生費　　　　土木費
　　／障：響噸21・・．483万・千円ト

　　　　　　　2‘琶242＝『　　　　　　　　12．3

　　　　、、　　　　　2千円
　　　　　「　　　9．8
　　　　　　　一．＿．．．．．．．　　　　L．．

ド
唱
ク
L
を
採
用
し
、
町
立
病
院
の
機

能
と
タ
イ
ア
叫
．
プ
し
て
全
町
民
を
対
象

に
本
格
的
な
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

　
ま
た
、
羽
翼
壁
に
建
設
予
定
の
不
燃

ゴ
ミ
埋
立
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
搬

入
道
路
の
新
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
，

社
会
資
本
を
整
備

　
そ
の
ほ
か
、
庁
舎
前
駐
車
場
の
舗
装
、

消
防
費
で
は
、
防
火
・
島
隠
、
器
庫
、
警

鐘
台
、
接
岸
道
路
な
ど
の
建
設
、
小
型

ポ
ン
プ
ほ
か
備
品
の
購
入
に
よ
り
、
消

防
力
の
強
化
が
図
∵
り
れ
る
こ
と
に
ヘ
ゴ
・

て
い
ま
す
。

算予別計△
写

20憲6，808万0千円

2磨9，603万3千円

2億8，317万0千円

　　1，286万5千円

1億8，232万0千円

25億4，643万3千円

一般会　計

特別会　計

　国民健康保険事業

　簡易水道事業

病院事業会計

計
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予
定
納
税
と

減
額
申
請
の
手
続

　
七
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期

分
の
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
月
で
す
．
．

　
七
月
三
十
一
日
の
期
限
ま
鴫
」
に
お
忘

れ
な
く
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
、

　
予
定
納
税
額
は
、
五
月
十
五
日
ま
で

に
確
定
し
た
前
年
分
の
所
得
税
額
を
基

礎
に
し
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

前
年
よ
り
税
額
が
減
少
す
る
と
い
う
よ

う
な
方
は
、
申
請
す
れ
ば
予
定
納
税
額

を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

　
例
え
ば
、
今
年
に
な
っ
て
商
売
を
や

め
た
り
、
休
業
し
た
り
、
火
事
や
水
害

等
の
災
害
や
、
盗
難
な
ど
に
遭
っ
て
、

財
産
に
損
害
を
受
け
た
方
、
そ
の
ほ
か

本
人
や
家
族
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
医

療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
方
や
、
結
婚
し
た
り
、
子
供
が
生
れ

た
方
な
ど
が
そ
う
で
す
．
．

　
こ
の
予
定
納
税
額
の
通
知
は
、
六
月

中
旬
ま
で
に
税
務
署
か
ら
一
、
予
定
納
税

基
準
額
の
通
知
書
．
＝
を
お
送
り
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
が
、
予
定
納
税
額
を
減

額
す
る
た
め
の
手
続
は
、
七
月
十
六
日

（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

早
め
に
お
済
ま
せ
下
き
い
．
．

　
手
続
と
し
て
は
、
今
年
の
申
告
納
税

見
積
額
や
、
そ
の
減
額
の
理
由
を
記
載

し
た
申
請
書
（
一
、
予
定
納
税
額
の
減
額

承
認
申
請
書
」
）
を
税
務
署
に
提
出
し

て
、
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す

申
請
書
の
用
紙
は
、
税
務
署
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
心
当
り
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
羽
並
・
」
い
，

源
泉
所
得
税
の
納
期
特
例
分

の
納
期
限
は
7
月
1
0
日

　
給
与
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
し
た
所
得

税
は
、
毎
月
分
を
翌
月
十
日
ま
で
に
源

泉
徴
収
義
務
者
が
納
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
．
．

　
と
こ
ろ
で
、
従
業
員
が
常
時
十
人
未

満
の
事
業
所
で
は
、
納
付
を
年
二
回
で

済
ま
せ
る
乙
と
が
で
き
ま
す
．
そ
れ
が

［．

ｹ
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
別
」
と
い

わ
れ
る
も
の
で
す
．
，

　
こ
の
特
例
を
利
用
し
ま
す
と
、
一
月

分
か
ら
六
月
分
ま
で
を
七
月
十
日
ま
で

に
、
七
月
分
か
ら
十
二
月
分
ま
で
を
年

末
調
整
を
済
ま
せ
た
後
、
翌
年
の
一
月

十
日
ま
で
に
納
め
れ
ば
よ
い
二
と
に
な

り
ま
す
、
、
こ
の
よ
う
に
六
か
月
舘
を
ま

と
め
て
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
の

納
付
手
続
が
簡
素
化
き
れ
、
事
務
の
合

理
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
こ
の
特
例
を
利
用
き
れ
て
い
な
い
方

は
、
　
［
，
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
に

関
す
る
申
請
書
L
用
紙
が
税
務
署
の
窓

［
に
備
え
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
ぜ
晒
、
レ
ご

利
用
く
だ
き
い
。

　
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
又

は
税
務
相
談
．
室
に
お
尋
ね
く
ゼ
・
岬
．
㌔
い
，

税
に
不
服
が
あ
る
こ
き
は

　
税
務
署
か
ら
更
正
や
決
定
な
ど
の
処

分
を
受
け
た
が
、
そ
の
処
分
に
納
得
で

き
な
い
と
い
う
と
き
に
は
、
税
務
署
に

［，

ﾙ
議
申
立
て
L
を
し
た
り
、
国
税
不

服
審
判
所
に
【
、
審
査
請
求
一
を
す
る
二

と
が
で
｝
、
－
ま
す
．
．

　
こ
の
国
税
不
服
審
判
所
は
、
税
務
署

と
は
全
く
別
の
独
立
し
た
機
関
で
、
税

務
署
と
納
税
者
の
間
に
立
っ
て
ど
ち
ら

の
主
張
が
正
し
い
か
を
公
正
に
審
判
す

る
と
こ
ろ
で
す
、
熊
本
国
税
不
服
審
判

所
は
、
熊
本
市
二
の
丸
一
番
二
号
の
熊

本
合
同
庁
上
目
内
に
あ
り
ま
す
。

　
「
異
議
申
立
て
」
や
［
．
審
査
請
求
．
　

の
手
続
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
又
は
熊
本
国
税

不
服
審
判
所
に
お
尋
ね
く
だ
き
い
．
．

匡脱不眼琶判所

雀
／

仁
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D
〆

添
水
先
生
の
生
涯
（
＝
）

急
潮
　
牧
水
先
生
は
夏
休
み
に
は
毎
年
裂

離
灘
罷
難

　
　
明
治
三
九
年
大
学
三
年
次
の
夏
休

　
み
い
つ
も
の
よ
う
に
汽
船
で
帰
り
細

　
島
に
上
り
ま
す
と
、
延
岡
中
学
時
代

　
の
友
人
で
現
在
神
一
日
鼻
聾
在
学
中
．
の

　
日
高
園
助
君
に
会
い
ま
し
た
．
。

　
　
日
高
君
は
先
生
に
「
，
自
分
は
神
口

　
の
下
宿
の
隣
り
の
女
性
と
親
し
く
な

　
り
結
婚
を
申
し
込
ん
だ
が
両
親
が
許

　
し
て
く
れ
な
い
［
と
大
変
悲
観
．
し
て

『
話
し
ま
し
た
．
先
生
は
日
高
君
の
失

》
意
の
姿
に
同
情
』
立
、
よ
し
僕
が
行

　
　
つ
て
交
渉
．
し
て
や
る
．
一
と
、
＝
ヨ
ノ
て
、

　
ま
た
汽
船
で
神
口
に
引
返
し
て
友
の

　
た
め
に
両
親
に
　
父
卜
し
ま
し
た
が
も

　
ち
ろ
ん
不
成
功
で
し
た
。

チ
　
ニ
の
時
・
＝
の
家
に
親
戚
の
女
性
が

繋
糖
雛
魏
強

～
　
た
小
枝
斗
・
・
ん
で
あ
り
ま
す
．
一
こ
一
“
9
出

讐
鰻
謙
鑑
繍

盲
牧
水
．
夏
、
日
枝
、
。
ん
が
近
ノ
＼
上

チ
京
し
ま
す
．
［
［
，
僕
は
麹
町
の
「
一
i
に

母
下
宿
し
て
い
る
か
ら
上
京
』
」
ら
お

ジ肉タ

ド
こ
ヒ
　
ご
ド
　
う
ザ
モ
ノ
　
ド
ド
　
し
ド
し
　
ピ
ヒ
　
　
イ
し
ド
セ
　
　
　
ず
　
ノ
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
ド
し
　
　
　
セ
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌣

　
　
　
　
誓
に
お
出
で
幽
き
い
」
三
雲
虹

　　

@　

ﾍ
あ
・
ξ
は
藤
ゑ
・
記
へ

　
　
　
　
』
、
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
電

　
　
　
　
　
再
び
細
島
に
帰
り
結
末
を
日
高
君
辛

　
　
　
　
に
つ
げ
ま
し
た
．
こ
の
時
延
岡
中
学
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
時
代
の
親
友
鈴
木
財
蔵
（
平
賀
春
郊
チ

　
　
　
　
君
）
に
出
会
い
・
友
人
日
高
秀
子
き
　

ん
と
三
人
で
細
島
の
海
岸
を
散
歩
し
一

・
帰
裏
し
・
．
　
　
｛

　
難
き
ん
は
、
東
京
女
子
大
学
生
で
“

文
学
を
好
み
作
歌
も
」
L
手
な
女
性
で
脚

す
，
明
治
四
十
年
五
月
母
に
連
れ
ら
Ψ

れ
て
東
京
を
立
つ
時
牧
水
先
生
は
別
テ

れ
の
歌
二
首
作
り
・
秀
き
ん
が
帰
資

大
阪
の
病
院
で
死
去
し
た
時
も
追
悼
ψ

歌
三
・
作
意
し
・
…
「
・
へ

る
き
と
の
お
秀
が
墓
に
草
枯
れ
》
び
海
㌣

に
向
へ
る
彼
の
岡
の
ヒ
に
」
な
ど
の
許

作
歌
が
あ
る
の
で
恋
人
F
『
・
た
の
で
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

は
な
い
か
と
想
像
キ
、
・
か
ま
す
が
牧
火
チ

研
究
家
の
大
悟
法
先
生
は
否
定
し
て
ヤ

い
ま
す
・
同
じ
研
究
家
の
森
脇
一
t

先
生
は
そ
の
吾
一
、
若
山
牧
水
一
に
む
鳥

え
は
・
・
ど
・
恋
愛
で
・
・
∴

つ
た
ろ
う
が
し
か
し
青
春
の
日
の
牧
　

水
の
周
囲
に
委
．
1
、
文
学
、
甲
解
し
入
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

生
を
語
り
得
る
人
と
し
て
牧
水
の
成
チ

長
に
参
与
し
て
い
る
．
［
と
記
し
て
あ
母

り
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
　
甚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
目
儀
市
）
　
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陀

町報とうこう
（5）

手作りの味

ゆ

　役場住民課の窓ロカウンターで

．愛きょうをふりまく黒ん坊2人。

　この人形は、鶴野内区の黒木絹

．塞きんが、仕事のあいまに手作り

したものを寄贈したもので、ウイ

スキーびん2本をつなぎ合わせ飾

りつけたものです。

　物の使い捨てが定着している今

日、手作りの味を生かしたすばら

しい試みですが、近所でも好評で

作製依頼が殺到しているとか・一…

　　　歩く健康法
　健康管理は自分の手で…と二歩

く健康法∠を続けている人の話。

　この人は、福瀬区出口の針好照

さん（81歳）で、悪天候の日を除

き2年闘ほとんど毎日、出口～日

向市駅間を往復しています。

　針きんは2年前東郷町に転入し

ましたが、当時、足に痛みがあり

この運動を始めたところ自然にな

おったため現在も続けています。

　車の通行量の少い時間帯に運動

しますが、往復の運動時間は3時

間弱とのことです。

ぐ

繹

暗
闘
～
蚤
。
㌣
禽
・
撃

響
億
協
・
起
購
鶏
“
．

　
　
今
月
の
行
事

▽
郡
青
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
1
日
）

、
髪
髪
ミ

過
労
・
い
ね
む
り
運
転
防
止

　
梅
雨
あ
け
か
ら
真
夏
と
な
り
体
が
非

常
に
疲
れ
る
時
期
で
す
。
ま
た
夜
ふ
か

し
や
暑
さ
の
た
め
睡
眠
不
足
に
な
り
が

ち
で
す
。
こ
の
時
期
に
は
特
に
い
ね
む

り
等
の
重
大
事
故
が
ふ
え
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
を
守
り
十
分
休
養

を
と
っ
て
無
理
の
な
い
運
転
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
疲
労
の
減
少
に
は
休
養
が
一
番

▽
暴
走
行
為
を
し
な
い
　
▽
同
乗
者
が

眠
る
と
運
転
者
も
眠
く
な
る
　
▽
運
転

中
ア
ク
ビ
が
で
た
ら
い
ね
む
り
運
転
の

一
歩
前
　
▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

▽
長
距
離
運
転
は
交
代
で
運
転
す
る

警
察
官
（
B
）
募
集

　
今
回
は
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
の
募

集
を
行
い
ま
す
．
．
試
験
は
、
一
次
1
0
月

28

冝
A
二
次
1
1
月
下
旬
の
予
定
で
す
．
．

　
願
書
受
付
を
始
め
て
い
ま
す
の
で
、

駐
在
所
か
日
向
警
察
署
に
問
合
せ
て
く

だ
さ
い
。

戸
締
り
・
鍵
を
し
っ
か
り
と

最
近
、
農
協
の
A
コ
ー
プ
、
山
陰
ド

▽
特
殊
競
技
大
会
（
東
郷
・
2
2
日
）

▽
郡
青
年
ソ
フ
ト
大
会
（
東
郷
・
2
9
日
）

▽
河
川
清
掃
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
（
町
青
協
広
報
部
∀

ラ
イ
ブ
イ
ン
に
泥
棒
が
入
り
現
金
な
ど

を
盗
ま
れ
ま
し
た
。
戸
締
り
を
し
っ
か

り
し
て
く
だ
さ
い
、
、
昨
年
の
ス
タ
ン
ド

荒
し
は
「
広
域
盗
犯
」
で
し
た
が
、
遠

方
か
ら
自
動
車
等
で
来
て
昼
間
に
様
子

を
う
か
が
い
夜
に
侵
入
す
る
手
口
で
す

不
審
者
が
う
ろ
つ
い
て
い
る
時
は
す
ぐ

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
最
近
は

自
動
車
泥
棒
が
大
変
ふ
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
盗
ま
れ
た
車
の
九
割
は
ロ
ッ
ク

も
せ
ず
鍵
も
つ
け
た
ま
ま
と
い
う
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
大
切
な
品
物
を
積
ん

だ
ま
ま
の
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
先
日
、
道
路
沿
い
に
駐
車
中
の
車
の

防
犯
診
断
を
し
た
と
こ
ろ
、
二
五
台
の

う
ち
三
台
が
鍵
を
つ
け
て
お
り
、
五
台

は
ロ
ッ
ク
し
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

少
年
に
無
害
な
環
境
を

　
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
や
、
エ
ロ
グ

ロ
雑
誌
の
自
動
販
売
機
が
東
郷
に
も
あ

り
ま
す
。
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
こ
、

小
中
学
生
は
見
か
け
ま
せ
ん
が
、
高
校

生
が
ま
だ
出
入
り
し
て
い
る
の
を
見
か

け
ま
す
。

　
少
年
た
ち
は
未
熟
期
に
あ
り
、
社
会

の
体
制
に
強
く
影
響
さ
れ
ま
す
。
父
兄

の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
が
一
丸

と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
有
害
環
境
の
除
去

に
つ
と
め
る
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す

　
　
　
　
　
（
山
陰
警
察
官
駐
在
所
）
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…
お
し
ら
せ

一
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

一

…
鑓
、

一

1◎li
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県
民
体
育
大
会
結
果

　
五
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
の
両
日

県
総
合
運
動
公
園
を
中
心
に
行
わ
れ
た

県
民
体
育
大
会
に
お
け
る
本
町
選
手
の

成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▼
陸
上
▲

▽
一
般
男
子
三
十
歳
代
百
督
丁
）
仁
田
弘

幸
（
福
）
1
2
秒
4
　
▽
一
般
男
子
三
十

歳
代
走
幅
跳
⑤
海
野
修
一
（
小
）
5
厨

59

@
▽
一
般
男
子
三
十
歳
代
砲
丸
投
⑤

田
辺
英
雄
（
福
）
1
2
屑
9
1
　
▽
少
年
男

子
走
幅
跳
⑧
藤
本
章
二
（
鶴
）
5
硫
5
5

▽
一
般
女
子
百
渚
⑤
山
床
有
子
（
下
）

13

b
7
　
▽
女
子
共
通
四
百
ご
リ
レ
ー

⑥
東
臼
杵
．
門
川
・
諸
塚
●
矢
野
ひ
と

み
（
田
）
・
山
床
有
子
（
下
）
　
▽
一

般
女
子
走
幅
跳
③
山
床
有
子
（
下
）
4

訂
詔
　
▽
少
年
女
子
走
高
跳
6
富
山
寿

恵
（
坪
）
1
厨
4
0
　
▽
少
年
女
子
砲
丸

投
④
楠
理
恵
（
越
）
9
督
7
4

▼
柔
道
▲

▽
二
回
戦

　
宮
崎
市
2
i
2
東
臼
杵
（
代
表
戦
で

　
東
臼
杵
の
勝
〉

▽
準
決
勝

　
日
向
市
3
1
1
東
臼
杵
、
海
野
茂
実

　
三
段
（
羽
）
出
場

▼
弓
道
▲

▽
⑤
東
臼
杵
・
吉
野
幸
夫
五
段
（
小
）

　
出
場

▼
剣
道
▲

▽
少
年
男
子
二
同
戦

　
日
南
市
4
－
－
1
東
臼
杵
（
東
郷
）

▼
卓
球
▲

▽
少
年
女
子
二
回
戦

　
東
臼
杵
北
4
i
東
臼
杵
南
（
東
郷
）

▼
軟
式
庭
球
▲

▽
一
般
男
子
B
パ
ー
ト
ー
勝
2
敗
－
黒

木
善
平
（
追
）
鶴
田
千
年
（
迫
）
出
場

　
東
諸
県
3
．
．
1
東
臼
杵

　
児
湯
5
．
0
東
臼
杵

　
東
臼
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少
年
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杵
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郷
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▽
個
人
戦

　
（
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中
野
ツ
ギ
エ
（
坪
）

　
⑩
中
竹
伊
之
市
（
寺
）

婦
人
集
団
検
診

　
今
年
度
第
一
回
目
の
婦
人
集
団
検
診

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
み
者
個
人

宛
に
通
知
し
ま
す
。

▽
実
施
日
　
7
月
1
7
日
・
1
8
日

▽
場
所
　
7
月
1
7
日

　
　
　
　
牧
水
記
念
館
（
午
前
中
）

　
　
　
　
老
人
福
祉
館
（
午
　
後
）

　
　
　
　
　
7
月
1
8
日

　
　
　
　
老
人
福
祉
館
（
午
前
中
）

　
　
　
　
農
協
寺
迫
支
所
（
午
後
）

▽
対
象
者
　
満
3
0
歳
以
上
（
昭
和
2
4
年

　
　
　
　
　
7
月
1
6
日
以
前
生
）

▽
検
診
料
　
七
⊃
○
円

行
方
不
明
者
を
捜
す

　
　
　
相
談
所
の
開
設

　
県
警
察
本
部
で
は
、
つ
ぎ
の
と
わ
り

「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開

設
し
て
、
家
族
そ
の
他
関
係
者
の
相
談

に
応
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
ゼ
さ
い
。

7
期
目
　
7
月
1
日
～
7
月
5
1
日

▽
時
間
と
場
所
　
毎
日
午
前
8
時
3
0
分

　
か
ら
午
後
5
時
ま
で
（
土
曜
の
午
後

と
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
）

　
県
警
察
本
部
刑
事
部
鑑
識
課
（
県
庁

新
館
の
2
階
）

▽
相
談
の
内
容
　
↑
）
無
料
　
②
相
談
に

　
関
す
る
秘
密
は
厳
守
　
⑨
）
相
談
の
際

　
は
、
行
方
不
明
者
の
顔
写
真
、
身
体

　
の
特
徴
、
身
元
確
認
の
た
め
の
手
が

　
か
り
と
な
る
事
項
を
調
べ
て
お
く

　
T
4
相
談
者
は
、
願
出
人
や
家
族
に
限

　
ら
ず
、
友
人
、
知
人
で
も
可
。

今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
　
2
　
期

納
　
期
　
7
月
3
1
日

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

坪
谷
の
矢
野
義
美
さ
ん
か
ら

　
　
（
太
郎
吉
き
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

▽
坪
谷
の
矢
野
清
人
き
ん
か
ら

　
　
（
勇
さ
ん
・
7
4
歳
ご
死
去
）

▽
鶴
野
内
の
下
村
多
恵
子
さ
ん
か
ら

　
　
（
栄
さ
ん
・
6
0
歳
ご
死
去
）

▽
工
臨
の
山
口
俊
一
さ
ん
か
ら

　
（
黒
木
サ
メ
き
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
7
月
1
7
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

．
譜
、
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期
フ
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・
・
…
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・
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5
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
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赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
一
父
の
名
住
所
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